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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年7月31日(2008.7.31)

【公開番号】特開2002-41312(P2002-41312A)
【公開日】平成14年2月8日(2002.2.8)
【出願番号】特願2001-125125(P2001-125125)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   9/54     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   9/06    ６４０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５４５Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月16日(2008.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク環境において使用するためのドキュメントの形式で情報を処理するオペレ
ーティングシステムであって、
　ａ．処理される情報を受信し、かつ、１つ以上のトランスポートプロトコルをインプリ
メントする１つ以上のトランスポートレシーバアダプタと、
　ｂ．該受信された情報に基づいて、構造化された情報をイベントストリームの形式で生
成するイベントソースと、
　ｃ．１つ以上のドキュメントプロセッサであって、該１つ以上のドキュメントプロセッ
サの各々は、１つ以上のイベントを含む該イベントストリームを処理する１つ以上のスト
リームプロセッサを含む、ドキュメントプロセッサと、
　ｄ．文字ストリームの形式で該構造化された情報を送信するためにレシーバに接続する
ためのトランスポートトランスミッタアダプタと
　を備え、
　該オペレーティングシステムは、種々のプロトコルを処理し、種々の文書を同時に処理
するようにダイナミックかつ柔軟性がある、オペレーティングシステム。
【請求項２】
　前記トランスポートレシーバによって受信される情報は、拡張マークアップ言語（ＸＭ
Ｌ）ドキュメントである、請求項１に記載のオペレーティングシステム。
【請求項３】
　ＸＭＬ送信器は、トランスポートプロトコルを用いて、前記１つ以上のトランスポート
レシーバアダプタによる受信のために前記ＸＭＬドキュメントを文字ストリームとして送
信する、請求項２に記載のオペレーティングシステム。
【請求項４】
　前記１つ以上のトランスポートレシーバアダプタは、前記文字ストリームを受信し、該
文字ストリームの受信を開始すると、該文字ストリームを表すようにリクエストチャネル
を割り当てる、請求項３に記載のオペレーティングシステム。
【請求項５】
　前記リクエストチャネルは、リクエストプロセッサが前記トランスポートプロトコルの
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詳細を知らずに前記文字ストリームを読むことを可能にする、請求項４に記載のオペレー
ティングシステム。
【請求項６】
　前記１つ以上のトランスポートレシーバアダプタによって前記ドキュメントが受信され
たときに、リクエストチャネルが生成される、請求項４に記載のオペレーティングシステ
ム。
【請求項７】
　前記ドキュメントが処理されたときに、前記リクエストチャネルは廃棄される、請求項
４に記載のオペレーティングシステム。
【請求項８】
　複数のリクエストチャネルは、複数の文字ストリームを表し、該複数の文字ストリーム
の各々は、固有のドキュメントに関連し、該ドキュメントは、異なる段階で処理される、
請求項６に記載のオペレーティングシステム。
【請求項９】
　前記１つ以上のトランスポートレシーバアダプタの各々は、複数のソースから同時に文
字ストリームを受信する、請求項４に記載のオペレーティングシステム。
【請求項１０】
　前記１つ以上のトランスポートレシーバアダプタは、前記表された文字ストリームをリ
クエストチャネルハンドラへとパスする、請求項４に記載のオペレーティングシステム。
【請求項１１】
　リクエストプロセッサディクショナリは、特定のリクエストチャネルに割り当てられる
べきリクエストプロセッサを選択し、該リクエストプロセッサは、前記表された文字スト
リームを処理する、請求項１０に記載のオペレーティングシステム。
【請求項１２】
　前記リクエストプロセッサは、前記処理された文字ストリームを、該文字ストリームの
さらなる処理のためにイベントストリームへと変換する、請求項１１に記載のオペレーテ
ィングシステム。
【請求項１３】
　前記１つ以上のストリームプロセッサのうちの特定の１つ以上のストリームプロセッサ
は、該１つ以上のストリームプロセッサのうちの別の１つ以上のストリームプロセッサを
呼び出す、請求項４に記載のオペレーティングシステム。
【請求項１４】
　２つ以上のイベントソースを含み、該２つ以上のイベントソースの各々は、イベントス
トリームを生成し、２つ以上のドキュメントを同時に処理する、請求項１に記載のオペレ
ーティングシステム。
【請求項１５】
　各ドキュメントは、異なるストリームプロセッサによって処理される、請求項１４に記
載のオペレーティングシステム。
【請求項１６】
　異なるストリームプロセッサは、同一のストリームプロセッサの異なるインスタンスで
ある、請求項１５に記載のオペレーティングシステム。
【請求項１７】
　前記トランスポートトランスミッタアダプタは、前記１つ以上のドキュメントプロセッ
サのうちの１つが第２の文字ストリームに関連したイベントストリームを処理している間
に、さらに前記トランスポートレシーバアダプタが第３の文字ストリームを受信している
間に、第１の文字ストリームを送信する、請求項１に記載のオペレーティングシステム。
【請求項１８】
　前記受信されたドキュメントの各々に対する前記１つ以上のストリームプロセッサのイ
ンスタンスを作成するためのパターンまたはパターンに対する参照を有するディクショナ
リを含む、請求項１に記載のオペレーティングシステム。
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【請求項１９】
　前記インスタンスは、オンデマンドで作成される、請求項１８に記載のオペレーティン
グシステム。
【請求項２０】
　前記ディクショナリのうちの１つは、前記オペレーティングシステムの外部に格納され
るストリームプロセッサディクショナリである、請求項１８に記載のオペレーティングシ
ステム。
【請求項２１】
　前記１つ以上のストリームプロセッサの各々は、イベントストリーム内のイベントに対
して、該イベント内の構造、パターン、名称またはキーワードを検出することか、該イベ
ントストリームに新たなイベントを挿入することか、該イベントストリームからイベント
を除去することか、該イベントストリームまたは該イベントストリームの一部を複製する
ことか、各イベントを複数のストリームプロセッサへと方向付けることか、外部システム
との通信または外部システムへの参加をすることか、前記ドキュメントプロセッサの構成
を変更することか、組み込み型コマンドまたはユーザが規定したコマンドを呼び出すこと
かによって応答する、請求項１に記載のオペレーティングシステム。
【請求項２２】
　ネットワーク環境においてドキュメントの形式で情報を処理するオペレーティングシス
テムを使用する方法であって、
　１つ以上のトランスポートプロトコルをインプリメントするために、処理される情報を
受信することと、
　該受信された情報に基づいて、構造化された情報をイベントストリームの形式で生成す
ることと、
　１つ以上のドキュメントプロセッサを選択することであって、該１つ以上のドキュメン
トプロセッサの各々は、１つ以上のイベントを含む該イベントストリームを処理する１つ
以上のストリームプロセッサを含む、ことと、
　文字ストリームの形式で該構造化された情報をレシーバに送信することと
　を包含し、
　該オペレーティングシステムは、種々のプロトコルを処理し、種々の文書を同時に処理
するようにダイナミックかつ柔軟性がある、方法。
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